
令和６年産米にかかる小売価格の上昇の背景

＋15万㌧
（586万㌧）

生産量
＋18万㌧

（679万トン）

生産者 集荷業者 卸売業者

小売業者
中食・外食事業者 消費者

＋49万㌧

（295万㌧）

▲34万㌧

（291万㌧）

○ 集荷業者への出荷が前年と比べ34万トン減少。集荷業者以外の業者の取引が49万トン増加。

○ 例年、集荷業者から大ロットで契約して購入していた卸売業者・実需者は、不足分を他の事業者から、小ロットで
比較的高い価格で入手。

相対価格
25,179円/60kg
（昨年産比＋64％）

集荷業者よりも
高値で集荷

小売価格

4,281円/5kg

（税込）

※昨年度比

＋80.3％

業者間の取引価格
（45,000～50,000円程度/60kg）

農家への支払い
20,000円前後/60kg
（昨年産比＋50％程度）

集荷業者以外
の業者等

在庫量
＋0万㌧

（33万トン）

自家消費等
＋3万㌧

（60万トン）
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※１ 令和７年6月末時点の値。

※２ 令和７年５月時点の値。

※３ 令和６年産の通年平均価格（出回りから令和７年10月まで）。

※４ 『小売物価統計』（総務省）を基に算出

うるち米（単一原料米、「コシヒカリ」以外） 2024年９月～2025年8月の平均価格
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